
 

参考－１  

北海道におけるシーニックバイウェイ制度導入の検討について 
 

Ⅰ 目 的 

美しく個性的な北海道づくりを目指して、地域住民と連携して沿道環境整備など美しいツ

ーリング環境の創造や、地域資源の保全と活用による個性的な地域環境の創造を図ること

により、国民及び海外からの旅行者に対して質の高い旅行空間を提供するとともに、これら

諸活動等を通して観光客入り込み数の増大及びそれに伴う観光産業の振興と地域におけ

る雇用の創出を目的として、米国で取り組まれているシーニックバイウェイ制度を参考とし、

北海道独自の制度を検討するものである。 

 

Ⅱ 「北海道におけるシーニックバイウェイ制度導入モデル検討委員会」の設置 

① 委員会の設置及びその目的 

  米国におけるシーニックバイウェイ制度を北海道へ導入するため、観光、景観、交通

計画、住民参加等に係る有識者、学識経験者による「北海道におけるシーニックバイウ

ェイ制度導入モデル検討委員会」を設置する。 

  委員会は、複数のモデルルートを選定・試行を通して、地域のＮＰＯ法人、地域住民、

自治体、北海道、国等と連携して取り組まれる沿道景観の整備、地域環境の保全、一

般旅行客への情報提供等に対して、シーニックバイウェイ制度策定における課題及び

対策の検討、運営に関する知見の蓄積、認定・活動結果に係る評価手法等の検討を

行う。 

② 委員会構成 

  委員会は、以下に示す有識者、学識者から構成し、この他、必要に応じ、学識経験

者、地域で活動している各種団体、有識者等の参加を求めることとする。 

   ＜北海道におけるシーニックバイウェイ制度導入検討委員会 構成（敬称略）＞ 

   委員長 石田
い し だ

 東生
は る お

 筑波大学社会工学系教授 

   委 員（五十音順）  石山 醇  （社）日本旅行業協会 理事・事務局長 

                 稲村 健蔵 北海道観光連盟副会長 

                 臼井 純子 （株）富士通総研ＰＰＰ推進室室長 

                 高野 伸栄 北海道大学大学院工学研究科助教授 

                 東村 有三 Ｃ．Ｓ．Ｐ．Ｔ地域計画機構代表取締役 

                 前田 博  岐阜県森林文化アカデミー教授 

                 麦屋 弥生 （財）日本交通公社地域調査室室長 

                （国土審議会北海道開発分科会企画調査部会委員）



 

Ⅲ 委員会検討スケジュール 

 

 

 

 

 

 

                                      モデルルート：２ルートを選定 

（千歳～ニセコルート、旭川～占冠ルート） 

 

                                活動団体：32団体を認定 

                                  千歳～ニセコルート：19団体 

                                  旭川～占冠ルート ：13団体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診断評価 

 

シーニックバイウェイ

制度導入モデル検討委

員会の設置 

・モデルルートの選定 

・活動団体の募集 

 実 施

活動団体：（ＮＰＯなど） 

観光振興、沿道景観、環境保全等に係

る諸活動 

国、北海道、市町村： 

ＮＰＯ等への支援、景観整備 等 

その他： 

（旅行業者、観光協会、「道の駅」等） 

ＰＲ、情報発信 等 

・活動団体の認定 

・評価方法の検討 

  

シーニックバイ

ウェイ北海道 

制度（仮称）の

創設 

第１回委員会 

第２回委員会 

（H15.2.17） 

（H15.7.2） 

第３回委員会 

第４回委員会 

（H16.1.20） 

（H15.4.22） 

・活動経緯と課題 

・追加団体の募集について 

追加団体の認定、制度検討等
第5回委員会 

（H16.5.31） 

 

２年間程度の

実施・検討期間 

第 6 回委員会 

（H16.9.下） 個別ルートの運営に関わる事項等

第7回委員会 

（H16.12.頃） 制度最終案の決定等 


